


覚
え
て
い
ま
す
か
？
　
平
成
の
豪
雨
災
害
　

・
平
成
５
年
（
１
９
９
３
年
）
の
鹿
児
島
豪
雨
災
害
か
ら
今

年
で
ち
ょ
う
ど
30
年
。
鹿
児
島
市
の
８
・
６
（
ハ
チ
ロ
ク
）

水
害
が
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
盛
ん
に
報
道
さ
れ
て
全
国
的
に
話

題
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
年
は
冷
夏
で
、
梅
雨
明
け
が
な

か
っ
た
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
雨
続
き
で
し
た
。
県
内
各
地
で
６

月
か
ら
９
月
に
か
け
て
幾
度
も
豪
雨
に
襲
わ
れ
、
大
口
の
１

人
を
含
む
１
２
１
人
も
の
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

・
平
成
９
年
（
１
９
９
７
年
）
７
月
に
は
出
水
市
針
原
地
区

の
土
石
流
で
21
人
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

・
平
成
15
年
（
２
０
０
３
年
）
７
月
に
は
菱
刈
前
目
の
大
山

口
地
区
で
民
家
の
裏
山
で
斜
面
崩
壊
が
発
生
し
２ 

人
の
方

が
亡
く
な
り
、
同
じ
日
に
水
俣
市
で
は
２
地
区
の
土
石
流
で

19
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

・
平
成
18
年
（
２
０
０
６
年
）
７
月
の
鹿
児
島
県
北
部
豪

雨
災
害
（
写
真
）
で
は
、
大
口
地
区
で
１
日
の
降
水
量
が

３
９
９
mm
と
、
７
月
と
し
て
は
過
去
最
高
を
記
録
。
避

難
中
に
増
水
し
た
水
に
流
さ
れ
た
り
、
自
宅
の
裏
山
が
崩

れ
た
り
、
県
道
の
法
面
崩
落
に
車
両
ご
と
巻
き
込
ま
れ
た

り
し
て
、
市
内
で
３
人
の
方
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
住
宅
、

農
作
物
、
道
路
・
橋
、
農
地
、
林
道
な
ど
に
も
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

復
旧
と
議
会

　

災
害
発
生
時
か
ら
復
旧
に
向
け
て
の
議
員
・
議
会
の
動
き
、

役
割
と
し
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

・
住
民
代
表
で
あ
る
議
会
の
構
成
員
と
し
て
、
議
会
事
務
局

に
安
否
確
認
の
連
絡
。

・
地
域
の
一
員
と
し
て
被
災
後
の
救
援
活
動
や
復
旧
活
動
に

従
事
。

・
議
員
に
よ
っ
て
は
、
消
防
団
幹
部
と
し
て
の
活
動
、
消
防

団
員
と
し
て
現
場
で
の
救
援
活
動
。

・
地
元
の
状
況
を
把
握
し
、
情
報
を
収
集
。
執
行
機
関
の
混

乱
を
招
か
な
い
よ
う
に
、
議
会
と
し
て
情
報
を
整
理
し
伝
達
。

・
市
の
災
害
対
策
本
部
へ
の
協
力
。

・
臨
時
議
会
等
で
の
補
正
予
算
案
審
議
・
議
決
。

・
災
害
の
規
模
、
状
況
に
よ
っ
て
は
調
査
会
や
特
別
委
員
会

を
起
ち
上
げ
、
復
旧
に
関
す
る
議
会
の
意
思
を
国
、
県
、
関

係
機
関
等
に
表
明
。

市
民
と
と
も
に

　

近
年
で
は
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
台
風
の
大
型
化
、
線
状

降
水
帯
等
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
災
害
は
風
水
害
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
震
を
は
じ
め
と
し
て
様
々
な
種
類

と
規
模
の
災
害
が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

住
民
の
代
表
で
あ
る
議
員
で
構
成
さ
れ
る
議
会
も
市
民
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
復
旧
・
復
興
を
考
え
、
議
会
の
役
割
を
果

た
せ
る
よ
う
、
課
題
に
一
つ
ず
つ
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

災
害
に
備
え
る

―
復
旧
と
議
会
―

川内川と羽月川の合流地点

県道針持・菱刈線道路決壊

堀切坂土砂崩落

安全に避難するために！

キキクル

●自宅周辺の災害危険度を把握
●避難場所・経路などを確認
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第
２
回 

定
例
会

６
月
５
日
～
７
月
５
日

■
専
決
処
分
の
対
象　
伊
佐
市
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
専
決
処
分
と
し
た
理
由　
地
方
税
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
５
年
法
律

第
１
号
）
等
が
令
和
５
年
３
月
31
日
に
公
布

さ
れ
、
原
則
と
し
て
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
関
係
条
例
の
一
部
に
所

要
の
改
正
を
行
う
た
め
。

■
専
決
処
分
を
し
た
日

　
令
和
５
年
３
月
31
日

■
改
正
の
主
な
内
容

　
軽
自
動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
税
率
区
分

及
び
種
別
割
に
係
る
※
グ
リ
ー
ン
化
特
例
の

見
直
し
。

　
給
与
所
得
者
の
扶
養
親
族
等
申
告
書
の
簡

素
化
。

　
税
負
担
軽
減
措
置
等
の
整
理
合
理
化
。

　
一
定
の
要
件
を
満
た
す
特
定
マ
ン
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
長
寿
命
化
に
資
す
る
大
規
模
改
修

工
事
を
令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
７
年

３
月
31
日
ま
で
に
実
施
し
た
場
合
の
、
翌
年

度
分
の
固
定
資
産
税
を
減
額
す
る
割
合
を
１

／
３
と
す
る
こ
と
。

　
森
林
環
境
税
（
※
令
和
６
年
度
よ
り
年
額

１
０
０
０
円
）
は
個
人
の
市
民
税
均
等
割
と

併
せ
て
賦
課
・
徴
収
す
る
こ
と
。

　
現
行
の
原
動
機
付
き
自
転
車
か
ら
区
分
し

て
新
た
に
定
義
さ
れ
た
特
定
小
型
原
動
機
付

自
転
車
（
一
定
の
要
件
を
満
た
す
電
動
キ
ッ

ク
ボ
ー
ド
等
）
に
係
る
軽
自
動
車
税
種
別
割

の
税
額
を
２
０
０
０
円
と
す
る
こ
と
。

■
本
会
議
に
お
け
る
討
論

承
認
に
反
対
　
畑
中
　
香
子 

議
員

　
森
林
環
境
税
に
つ
い
て
、
住
民
税
均
等
割

は
非
課
税
の
人
に
も
一
律
に
上
乗
せ
さ
れ
る

逆
進
性
の
高
い
税
で
あ
り
低
所
得
者
へ
の
負

担
増
と
な
る
。
本
市
の
森
林
環
境
税
基
金
は

令
和
３
年
度
で
７
１
９
７
万
２
０
０
０
円
と

高
額
に
な
っ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
市
民
の

負
担
を
増
や
す
も
の
だ
。
ま
た
こ
の
税
は
人

口
の
多
い
都
市
部
に
多
く
配
分
さ
れ
る
矛
盾

が
あ
る
。
温
暖
化
対
策
と
し
て
は
ま
ず
法
人

に
負
担
を
求
め
る
べ
き
。

承
認
に
賛
成
　
岩
元
　
努 

議
員

　
森
林
環
境
譲
与
税
の
人
口
割
案
分
に
関
す

る
こ
と
は
、
全
国
で
も
不
満
の
声
が
出
て
い

る
の
は
承
知
し
て
い
る
。
使
途
に
つ
い
て
は
、

林
道
整
備
や
水
源
涵
養
な
ど
森
林
整
備
に
係

る
費
用
と
し
て
使
わ
れ
て
い
く
。
よ
っ
て
森

林
環
境
譲
与
税
は
、
し
っ
か
り
と
国
民
の
皆

さ
ん
で
負
担
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

■
採
決
の
結
果

　
賛
成
多
数
で
承
認

（
賛
成
）
村
岡
・
星
野
・
竹
原
・
遠
矢
・
庵
下
・

武
本
・
岩
元
・
森
山
・
今
村
・
緒
方
・
前
田
・

久
保
・
柿
木
原
・
福
本
議
員

（
反
対
）
畑
中
議
員

※
森
田
議
長
は
表
決
に
は
参
加
し
な
い

議
案
第
30
号　
※
専
決
処
分
の

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

☆
軽
自
動
車
税
種
別
割
の
グ
リ
ー
ン
化

特
例
（
軽
課
）
と
は
？
☆

　
排
出
ガ
ス
性
能
及
び
燃
費
性
能
が
優

れ
た
新
車
の
３
輪
、
４
輪
の
軽
自
動
車

に
つ
い
て
、
取
得
の
翌
年
度
の
軽
自
動

車
税
種
別
割
が
軽
減
さ
れ
る
特
例
措

置
。

対
象
車　

令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
、

新
車
登
録
し
た
車
両

軽
課
の
適
用
期
限　
（
旧
）
令
和
５
年

３
月
31
日
⇨
（
新
）
令
和
８
年
３
月
31

日
ま
で
、
３
年
間
延
長
（
た
だ
し
、
営

業
用
乗
用
車
の
25
％
軽
減
対
象
に
つ
い

て
は
２
年
間
の
延
長
）

対象車及び税額（四輪軽自動車）
電気自動車・天然ガス自動車（※１） ガソリン車・ハイブリッド車（※２） 通常の

税額約 75％軽減 約 50％軽減（※３） 約 25％軽減（※４）
乗
用

自家用 2,700 円 適用なし 適用なし 10,800 円
営業用 1,800 円 3,500 円 5,200 円 6,900 円

貨
物

自家用 1,300 円 適用なし 適用なし 5,000 円
営業用 1,000 円 適用なし 適用なし 3,800 円

※１ 天然ガス自動車については、平成 30 年排出ガス基準適合または平成 21 年排出ガス基準 NOx10％以上低減達
成車。

※２ ガソリン車、ハイブリッド車は、平成 30 年排出ガス基準 50％低減達成車または平成 17 年排出ガス基準 75％
低減達成車に限る。

※３ 令和２年度燃費基準達成かつ令和 12 年度燃費基準 90％以上達成車
※４ 和２年度燃費基準達成かつ令和 12 年度燃費基準 70％以上達成車
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■
専
決
処
分
の
対
象　
伊
佐
市
介
護
保

険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
専
決
処
分
と
し
た
理
由　
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入
が

減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
令
和
４
年
度
以

前
の
介
護
保
険
料
を
減
免
す
る
措
置
に
つ
い

て
、
令
和
５
年
度
も
取
り
扱
う
た
め
の
財
政

支
援
に
係
る
国
の
令
和
５
年
度
当
初
予
算
が

令
和
５
年
３
月
28
日
に
成
立
し
た
こ
と
を
受

け
て
、
減
免
措
置
を
令
和
５
年
４
月
１
日
か

ら
行
う
た
め
。

■
専
決
処
分
を
し
た
日

　
令
和
５
年
３
月
31
日

■
改
正
の
概
要

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

お
け
る
介
護
保
険
料
減
免
措
置
の
対
象
を
、

「
令
和
５
年
３
月
31
日
ま
で
の
納
期
限
の
も

の
」
と
し
て
い
た
も
の
を
、「
令
和
４
年
度

以
前
の
保
険
料
で
あ
っ
て
令
和
５
年
４
月
１

日
以
降
に
納
期
限
を
迎
え
る
も
の
」
も
加
え

る
。

■
採
決
の
結
果

　
全
会
一
致
で
承
認

■
専
決
処
分
の
対
象　
伊
佐
市
国
民
健

康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
専
決
処
分
と
し
た
理
由　
地
方
税
法

施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
な
ど
が
令

和
５
年
３
月
31
日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
令
和
５
年
４
月
１
日
よ
り
課
税
限
度
額

や
軽
減
措
置
に
係
る
所
得
判
定
基
準
を
見
直

す
改
正
を
行
う
た
め
。

■
専
決
処
分
を
し
た
日

　
令
和
５
年
３
月
31
日

■
改
正
の
概
要

　
国
民
健
康
保
険
税
の
負
担
の
公
平
性
の
確

保
を
図
る
た
め
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課

税
額
の
課
税
限
度
額
や
低
所
得
者
に
対
す
る

保
険
料
の
軽
減
措
置
に
係
る
所
得
判
定
基
準

を
見
直
す
も
の
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
後
期
高
齢
者
支
援

等
課
税
額
の
課
税
限
度
額
を
20
万
円
か
ら

22
万
円
に
改
定
す
る
。
ま
た
軽
減
対
象
者

を
、
５
割
軽
減
に
つ
い
て
世
帯
所
属
者
一

人
当
た
り
所
得
を
５
０
０
０
円
引
き
上
げ

「
28
万
５
０
０
０
円
を
超
え
な
い
者
」
か
ら

「
29
万
円
を
超
え
な
い
者
」
に
、
２
割
軽
減

対
象
者
を
「
52
万
円
を
超
え
な
い
者
」
か

ら
「
53
万
５
０
０
０
円
を
超
え
な
い
者
」
に

１
万
５
０
０
０
円
引
き
上
げ
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

お
け
る
減
免
措
置
の
対
象
を
「
令
和
５
年
３

月
31
日
ま
で
の
納
期
限
の
も
の
」
と
し
て
い

た
も
の
を
「
令
和
４
年
度
以
前
の
保
険
料
で

あ
っ
て
、
令
和
５
年
４
月
１
日
以
降
に
納
期

限
を
迎
え
る
も
の
」
に
改
定
す
る
。

■
議
案
へ
の
主
な
質
疑

畑
中
　
香
子 

議
員

畑
　
中

高
齢
者
支
援
金
な
ど
課
税
限
度

額
引
き
上
げ
に
伴
い
増
税
と
な
る
世
帯
数
と
、

５
割
、
２
割
軽
減
世
帯
の
増
加
数
、
国
保
会

計
へ
の
影
響
額
は
。

税
務
課
長

課
税
限
度
額
が
20
万
円
か
ら

22
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
増
税
と
な
る
世
帯

は
21
世
帯
。
５
割
軽
減
世
帯
は
18
世
帯
、
２

割
軽
減
世
帯
は
43
世
帯
の
増
加
と
な
る
。

　
国
保
会
計
へ
の
影
響
額
は
、
限
度
額
引
き

上
げ
に
よ
り
36
万
３
０
０
０
円
の
増
加
、
軽

減
見
直
し
に
よ
る
影
響
は
１
５
１
万
２
０
０

０
円
の
減
少
で
あ
る
。

■
採
決
の
結
果

　
全
会
一
致
で
承
認

■
専
決
処
分
の
対
象　
令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

■
今
回
の
補
正
額

７
３
２
万
２
０
０
０
円

■
補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
額

　
　
１
７
６
億
７
５
４
６
万
２
０
０
０
円

■
専
決
処
分
と
し
た
理
由　
奨
学
金
の

貸
付
申
込
が
例
年
の
２
倍
以
上
あ
っ
た
た
め

予
算
に
不
足
を
生
じ
、
ま
た
、
３
月
に
入
っ

て
か
ら
、
国
の
施
策
に
よ
る
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
事
業
の
人
件
費
が
追
加
で
必
要
に
な
る
こ

と
が
判
明
し
た
こ
と
等
に
よ
り
、
新
年
度
当

初
に
予
算
措
置
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
。

■
専
決
処
分
を
し
た
日

　
令
和
５
年
４
月
１
日

■
予
算
の
概
要

　
奨
学
金
貸
付
金
増
額　
　
　
４
７
４
万
円

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
請
期
限
延
長
に
伴
う
、

会
計
年
度
任
用
職
員
人
件
費
な
ど
の
関
連
経

費　
　
　
　
　
　
　

２
４
６
万
２
０
０
０
円

　
建
築
関
連
シ
ス
テ
ム
の
ラ
イ
セ
ン
ス
追
加

費
用　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
12
万
円

■
採
決
の
結
果

　
全
会
一
致
で
承
認

議
案
第
31
号　
専
決
処
分
の

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

議
案
第
32
号　
専
決
処
分
の

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

議
案
第
33
号　
専
決
処
分
の

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
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■
専
決
処
分
の
対
象　
令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

■
今
回
の
補
正
額

　
３
４
０
２
万
２
０
０
０
円

■
補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
額

　
　
　
１
７
７
億
９
４
８
万
４
０
０
０
円　

■
専
決
処
分
と
し
た
理
由　
３
月
末
に

国
か
ら
給
付
金
に
つ
い
て
の
制
度
概
要
、
実

施
要
綱
の
提
示
と
、
５
月
末
ま
で
に
支
給
す

る
よ
う
に
と
の
案
内
が
あ
り
、
早
急
に
実
施

す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

■
専
決
処
分
を
し
た
日

　
令
和
５
年
４
月
20
日

■
予
算
の
概
要

　
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給

付
金
ほ
か
シ
ス
テ
ム
改
修
等
の
事
務
経
費
。

■
事
業
の
内
容

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
糧
品
な
ど
の
物
価
高
騰

の
影
響
を
受
け
て
い
る
ひ
と
り
親
世
帯
及
び

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
し
て
生
活
の
支

援
を
行
う
（
全
額
国
費
）。

　
交
付
対
象
は
ひ
と
り
親
世
帯
及
び
、
そ
れ

以
外
の
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
。

　
交
付
額
は
児
童
扶
養
手
当
対
象
児
童
一
人

あ
た
り
５
万
円
。

■
今
回
の
補
正
額

２
億
２
７
２
６
万
７
０
０
０
円

■
補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
額

１
７
９
億
３
６
７
５
万
１
０
０
０
円

■
議
案
の
概
要

　
電
気
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
重
点

支
援
地
方
交
付
金
関
連
経
費
な
ど
に
つ
い
て

所
要
の
措
置
を
講
じ
た
も
の
。

（
金
額
は
概
数
で
表
示
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
の
影
響

を
受
け
て
い
る
住
民
税
非
課
税
世
帯
及
び
家

計
急
変
世
帯
に
対
す
る
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
交
付
金
を
活
用

し
た
生
活
支
援
（
１
世
帯
あ
た
り
３
万
円
）、

ほ
か
事
務
経
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
５
９
０
０
万
円

曽
木
の
滝
公
園
旧
芝
生
広
場
駐
車
場
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
４
０
０
万
円

有
害
鳥
獣
総
合
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
２
０
０
万
円

伊
佐
市
中
小
企
業
防
災
対
策
促
進
条
例
に
基

づ
き
、
サ
ン
キ
ョ
ー
ミ
ー
ト
㈱
伊
佐
ミ
ー
ト

プ
ラ
ン
ト
敷
地
内
の
罹
災
箇
所
の
補
修
工
事

に
つ
い
て
１
／
２
補
助
と
、
工
場
内
給
水
施

設
の
給
排
水
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
１
０
０
万
円

十
曽
青
少
年
旅
行
村
の
指
定
管
理
委
託
料

（
令
和
５
年
10
月
～
令
和
６
年
３
月
分
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
６
０
万
円

地
域
産
科
医
療
体
制
確
保
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
１
４
万
円

新
庁
舎
建
設
関
連
事
業

　
中
央
公
園
南
側
整
備
に
伴
う
臨
時
バ
ス
停

の
プ
レ
ハ
ブ
ト
イ
レ
借
上
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
３
０
万
円

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
と
旧
バ
ス
セ
ン

タ
ー
の
間
の
市
道
拡
幅
の
た
め
の
電
柱
移

設
・
新
設
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
０
０
万
円

鳥
獣
害
防
止
対
策
事
業
と
し
て
電
気
柵
下
の

防
草
シ
ー
ト
設
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
２
２
０
万
円

国
指
定
重
要
文
化
財
祁
答
院
住
宅
の
茅
葺
屋

根
補
修
等
に
伴
う
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
５
２
万
円

湯
之
尾
校
区
集
会
施
設
改
修
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
９
９
万
円

台
湾
の
花
蓮
市
、
竹
田
郷
へ
の
友
好
交
流
訪

問
事
業
。
市
長
以
下
４
人
分
、
計
２
回
の
旅

費
１
６
３
万
円
と
通
訳
報
償
費
23
万
円

同
じ
く
、議
長
の
台
湾
へ
の
旅
費
（
２
回
分
）　 

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
41
万
円

■
議
案
へ
の
主
な
質
疑

福
本
　
千
枝
子 

議
員

福
　
本

地
域
産
科
医
療
体
制
確
保
事
業

１
０
１
４
万
２
０
０
０
円
の
事
業
内
容
の
説

明
を
。

市
　
長

こ
の
事
業
は
安
心
し
て
子
ど
も

を
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
の
医
療

体
制
を
確
保
す
る
も
の
で
あ
る
。
全
国
的
に

産
科
医
師
が
不
足
す
る
中
、
本
市
に
お
い
て

も
少
子
化
や
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
出
生
数

も
減
少
し
、
病
院
の
経
営
自
体
が
成
り
立
た

な
い
状
態
で
あ
る
。
伊
佐
市
医
師
会
か
ら
産

婦
人
科
を
残
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
、

「
安
心
し
て
出
産
が
で
き
る
ま
ち
」
と
し
て

支
援
す
る
こ
と
と
し
た
。

福
　
本

商
工
費
の
工
事
請
負
費
１
３
７

０
万
円
の
事
業
内
容
と
整
備
後
の
利
用
の
説

明
を
。

議
案
第
34
号　
専
決
処
分
の

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

議
案
第
35
号　
令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

議
案
第
30
号
～
第
34
号

※
専
決
処
分
と
は

　
議
会
が
議
決
又
は
決
定
す
べ
き
事
柄

に
つ
い
て
、
首
長
（
市
長
）
が
代
わ
っ

て
処
分
す
る
こ
と
。

　
特
に
緊
急
を
要
し
議
会
を
招
集
す
る

時
間
が
な
い
と
き
（
地
方
自
治
法
第

１
７
９
条
）
や
、
少
額
の
和
解
な
ど
軽

微
な
事
案
で
、
予
め
議
決
で
指
定
し
た

も
の
（
同
法
第
１
８
０
条
）
が
あ
る
。

伊
佐
市
で
は
１
０
０
万
円
以
下
の
損
害

賠
償
額
の
決
定
及
び
和
解
に
つ
い
て
市

長
が
専
決
処
分
で
き
る
旨
、
議
会
で
議

決
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
専
決
処
分
後
に
は
議
会
へ
の

報
告
や
議
会
の
承
認
が
求
め
ら
れ
る
。

■
主
な
補
正
項
目
・
事
業
内
容
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曽
木
の
滝
公
園
の
野
草

庵
前
の
芝
生
部
分
を
駐
車
場
と
し
て
利
用
し

て
い
た
が
、
車
両
の
出
入
に
よ
り
芝
生
が
剥

が
れ
、
く
ぼ
み
が
で
き
降
雨
時
に
は
観
光
客

に
迷
惑
を
か
け
て
い
た
。
県
の
補
助
金
を
活

用
し
、
荷
重
に
耐
え
ら
れ
る
踏
圧
対
応
型
緑

化
工
法
に
よ
り
芝
生
舗
装
を
２
か
年
か
け
て

整
備
す
る
。
今
年
度
の
工
事
期
間
は
８
月
～

３
月
を
想
定
し
て
い
る
。
今
後
の
利
用
は
芝

生
広
場
と
駐
車
場
と
な
る
。

庵
下
　
信
一 

議
員

庵
　
下

総
務
費
の
企
画
調
整
費
に
あ
る

使
用
料
及
び
賃
借
料
２
３
１
万
円
と
、
補
償

補
填
及
び
賠
償
金
３
０
０
万
円
の
内
容
は
。

財
政
課
長

使
用
料
及
び
賃
借
料
２
３
１

万
円
は
、
中
央
公
園
南
側
の
工
事
期
間
中
に

移
設
さ
れ
る
臨
時
バ
ス
停
留
所
の
プ
レ
ハ
ブ

ト
イ
レ
の
賃
借
料
で
、
補
償
補
填
及
び
賠
償

金
３
０
０
万
は
、
市
道
中
央
公
園
線
拡
幅
に

伴
う
電
柱
所
有
者
に
支
払
う
電
柱
移
設
に
係

る
補
償
金
で
あ
る
。

庵
　
下

バ
ス
停
と
ト
イ
レ
の
場
所
は
ど

こ
に
。

財
政
課
長

バ
ス
の
運
行
事
業
者
等
と
協

議
し
て
、
旧
日
通
跡
で
調
整
済
み
で
あ
る
。

バ
ス
事
業
者
の
ほ
う
で
変
更
の
申
請
等
が
必

要
な
た
め
、
バ
ス
事
業
者
か
ら
正
確
な
位
置

に
つ
い
て
は
お
知
ら
せ
が
あ
る
。

庵
　
下

社
会
福
祉
費
１
億
５
６
０
０
万

円
の
内
容
、
算
定
の
根
拠
は
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
等
の

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
方
に
対
し
て
、

生
活
支
援
等
を
目
的
と
し
て
交
付
す
る
給
付

金
で
あ
る
。
対
象
は
、
６
月
１
日
を
世
帯
基

準
と
し
て
、
非
課
税
世
帯
を
５
０
０
０
世

帯
、
家
計
急
変
世
帯
を
２
０
０
世
帯
、
合
計

５
２
０
０
世
帯
を
見
込
ん
で
い
る
。

庵
　
下

昨
年
の
実
績
は
。

福
祉
課
長

令
和
４
年
度
支
給
済
み
世
帯

数
は
４
８
０
９
世
帯
で
、
そ
の
う
ち
非
課
税

世
帯
が
４
７
８
３
世
帯
、
家
計
急
変
世
帯
が

26
世
帯
で
あ
っ
た
。

武
本
　
進
一 

議
員

武
　
本

社
会
福
祉
費
の
委
託
料
50
万
円

の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉
課
長

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価

格
高
騰
の
影
響
を
特
に
受
け
た
令
和
５
年
度

住
民
税
非
課
税
世
帯
と
家
計
急
変
世
帯
に
対

し
、
１
世
帯
当
た
り
３
万
円
を
支
給
す
る
た

め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
費
用
で
あ
る
。
委
託
の

内
容
に
つ
い
て
は
、
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
で

プ
ッ
シ
ュ
方
式
の
振
込
通
知
書
、
確
認
書
、

給
付
管
理
、
口
座
送
金
デ
ー
タ
作
成
な
ど
を

行
う
た
め
の
シ
ス
テ
ム
構
築
な
ど
に
か
か
る

業
務
で
あ
る
。
ま
た
委
託
先
を
選
ん
だ
基
準

は
、
過
去
の
給
付
金
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
住

民
基
本
情
報
や
課
税
情
報
な
ど
の
基
幹
情
報

シ
ス
テ
ム
の
改
修
が
必
須
で
あ
り
、
そ
の
改

修
を
行
え
る
業
者
は
行
政
シ
ス
テ
ム
に
限
ら

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
業
者
を
決
定
し
て

い
る
。

畑
中
　
香
子 

議
員

畑
　
中

サ
ン
キ
ョ
ー
ミ
ー
ト
施
設
内
の

罹
災
箇
所
補
修
工
事
内
容
は
。

企
画
政
策
課
長

令
和
３
年
７
月
10
日
の

豪
雨
災
害
に
よ
り
構
内
道
路
２
箇
所
の
法
面

が
崩
落
し
応
急
的
な
復
旧
が
な
さ
れ
て
い
た

が
、
防
災
的
観
点
か
ら
条
例
に
基
づ
き
対
策

を
行
う
。

畑
　
中

サ
ン
キ
ョ
ー
ミ
ー
ト
工
場
内
の

給
水
施
設
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
数
と
背
景

に
つ
い
て
。

企
画
政
策
課
長

日
本
フ
ー
ド
パ
ッ
カ
ー

操
業
開
始
時
に
ボ
ー
リ
ン
グ
を
行
っ
た
が
、

地
域
内
に
お
い
て
地
下
水
が
枯
渇
し
、
会
社

と
自
治
会
が
協
議
し
、
市
上
水
道
引
き
込
み

が
で
き
な
か
っ
た
３
世
帯
に
つ
い
て
工
場
内

の
生
活
用
水
提
供
が
な
さ
れ
て
い
た
。
２
世

帯
に
つ
い
て
は
上
水
道
の
引
き
込
み
を
行
う
。

水
道
計
画
区
域
外
の
１
世
帯
に
つ
い
て
は

ボ
ー
リ
ン
グ
を
行
う
。

岩
元
　
努 

議
員

岩
　
元

負
担
金
補
助
及
び
交
付
金

１
２
２
１
万
７
０
０
０
円
の
有
害
鳥
獣
総
合

対
策
事
業
の
具
体
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

林
務
課
長

草
が
伸
び
て
い
る
と
、
電
気

柵
に
鹿
、
イ
ノ
シ
シ
が
触
れ
た
場
合
漏
電
し
、

電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
た
め
、
電
気
柵
の
回
路
を
成
立
さ
せ
る

た
め
の
シ
ー
ト
。
ま
た
、
草
払
い
作
業
の
軽

減
が
図
ら
れ
る
。
防
草
シ
ー
ト
の
設
置
幅
、

総
延
長
に
つ
い
て
は
、
幅 

60
㎝
、
総
延
長

７
３
９
０
ｍ
を
計
画
し
て
い
る
。
補
助
対
象

地
域
は
、
要
件
を
満
た
し
た
菱
刈
永
池
地
区

を
計
画
し
て
い
る
。

岩
　
元

観
光
費
、
工
事
請
負
費
１
３
７

０
万
円
の
具
体
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

地
域
振
興
課
長

野
草
庵
前
の
芝
生
部
分

を
県
の
地
域
振
興
推
進
事
業
の
補
助
金
を
利

用
し
、
駐
車
場
１
０
０
０
㎡
の
整
備
を

５
０
０
㎡
ず
つ
２
か
年
に
か
け
て
行
う
こ
と

と
計
画
し
て
い
る
。
踏
圧
対
応
型
緑
化
工
法

を
取
り
入
れ
、
芝
生
舗
装
で
あ
り
な
が
ら
、

出
入
り
す
る
車
両
の
荷
重
が
か
か
っ
て
も
芝

生
が
傷
み
に
く
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
周

辺
樹
木
に
も
影
響
が
少
な
く
、
景
観
へ
の
配

慮
も
は
か
ら
れ
る
。
工
事
期
間
は
令
和
５
年

８
月
か
ら
令
和
６
年
３
月
ま
で
で
あ
る
。

地
域
振
興
課
長

福
祉
課
長
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・
主
な
質
疑

【
消
防
費
】

委
員

消
防
団
詰
所
建
設
費
３
０
０
万
円

に
つ
い
て
。
人
件
費
な
ら
び
に
資
材
単
価
の

高
騰
の
た
め
と
あ
る
が
、
当
初
予
算
と
比
較

し
何
％
の
高
騰
と
な
る
の
か
。
ま
た
、
当
初

予
算
の
見
積
も
り
時
期
は
。

総
務
課

７
％
の
増
額
。
当
初
予
算
見
積

も
り
時
期
は
昨
年
の
11
月
。

【
総
務
費
】

委
員

総
務
費
の
体
験
住
宅
４
号
棟
エ
ア

コ
ン
の
経
年
劣
化
損
傷
の
た
め
の
購
入
費

16
万
５
０
０
０
円
に
つ
い
て
。
他
棟
の
エ
ア

コ
ン
は
大
丈
夫
か
。

地
域
振
興
課

現
時
点
で
、
異
常
は
な
い
。

委
員

総
務
費
の
日
本
フ
ー
ド
パ
ッ
カ
ー

鹿
児
島
㈱
撤
退
に
伴
う
給
排
水
管
工
事

５
１
０
万
８
０
０
０
円
の
詳
細
は
。

企
画
政
策
課

１
戸
の
井
戸
工
事
、
２
戸

の
市
水
引
き
込
み
工
事
を
計
画
。

委
員

総
務
費
の
臨
時
バ
ス
停
留
所
の
簡

易
ト
イ
レ
、
電
柱
移
転
補
償
金
５
３
２
万
３

０
０
０
円
は
、
新
庁
舎
及
び
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
大
規
模
改
修
事
業
費
58
億
円
に
含
ま
れ

た
も
の
か
。

財
政
課

新
庁
舎
及
び
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
大
規
模
改
修
事
業
費
に
含
ま
れ
る
。

委
員

電
柱
移
転
補
償
金
３
０
０
万
円
に

つ
い
て
。
市
道
中
央
公
園
線
拡
幅
は
必
要
か
。

財
政
課

安
全
性
を
考
慮
し
、
幅
員
の
確

保
が
必
要
と
考
え
る
。

【
商
工
費
】

委
員

曽
木
の
滝
公
園
内
駐
車
場
整
備
工

事
費
１
３
７
０
万
円
に
つ
い
て
。
旧
芝
生
広

場
は
駐
車
場
と
い
う
認
識
で
よ
い
の
か
。

地
域
振
興
課

観
光
客
の
増
加
に
伴
い

駐
車
場
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

委
員

十
曽
青
少
年
旅
行
村
指
定
管
理
の

債
務
負
担
行
為
限
度
額
１
７
８
７
万
５
０
０

０
円
は
、
水
道
光
熱
費
や
消
耗
品
費
、
施
設

修
繕
費
と
い
う
こ
と
か
。

地
域
振
興
課

そ
の
と
お
り
で
あ
る
。
自

主
事
業
等
経
費
な
ど
も
加
味
し
て
い
る
。

【
民
生
費
】

委
員

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高

騰
重
点
支
援
地
方
交
付
金
１
億
５
８
９
０
万

円
の
給
付
対
象
は
。

福
祉
課

非
課
税
世
帯
と
物
価
高
騰
の
影

響
を
受
け
た
家
計
急
変
世
帯
が
対
象
。
令
和

５
年
１
月
か
ら
10
月
ま
で
の
期
間
内
に
１
か

月
で
も
非
課
税
世
帯
に
相
当
す
る
収
入
な
ら

ば
対
象
と
な
る
。

【
衛
生
費
】

委
員

地
域
産
科
医
療
体
制
確
保
事
業
補

助
金
１
０
１
４
万
２
０
０
０
円
の
詳
細
は
。

ま
た
、
今
後
の
産
科
医
療
体
制
を
ど
う
考
え

る
か
。

保
健
課

医
師
会
へ
の
補
助
金
で
あ
る
。

期
間
は
、
３
年
間
を
予
定
。
地
域
の
医
療
体

制
は
今
後
も
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

市
と
医
師
会
で
協
議
を
重
ね
る
。

【
農
林
水
産
業
費
】

委
員

鹿
・
イ
ノ
シ
シ
電
気
柵
設
置
に
伴

う
防
草
シ
ー
ト
の
設
置
１
２
２
１
万
７
０
０

０
円
の
シ
ー
ト
仕
様
は
。

林
務
課

シ
ー
ト
の
中
に
電
気
が
流
れ
る

通
電
シ
ー
ト
で
あ
る
。

委
員

菱
刈
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
の
ミ
ン

チ
機
購
入
費
用
27
万
５
０
０
０
円
に
つ
い
て
。

所
有
台
数
と
菱
刈
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
の
利

用
頻
度
を
示
せ
。

農
政
課

２
台
所
有
し
て
い
る
が
、
１
台

は
故
障
中
。
使
用
中
の
機
器
も
古
い
た
め
新

た
に
１
台
購
入
す
る
。
令
和
２
年
度
利
用
件

数
30
件
、
利
用
人
数
が
１
７
８
人
。
令
和
３

年
度
利
用
件
数
35
件
、
利
用
人
数
１
８
９
人
。

令
和
４
年
度
利
用
件
数
37
件
、
利
用
人
数

１
５
７
人
。
高
齢
の
方
の
利
用
が
多
い
。

【
教
育
費
】

委
員

祁
答
院
住
宅
茅
葺
屋
根
補
修
費
等

２
５
２
万
円
に
つ
い
て
。
補
修
な
の
か
、
全

て
を
葺
き
替
え
る
も
の
か
。

社
会
教
育
課

屋
根
の
全
て
で
は
な
く
、

差
し
茅
と
い
う
下
が
っ
た
と
こ
ろ
に
部
分
的

に
差
し
て
い
く
と
い
う
よ
う
な
工
法
。

委
員

湯
之
尾
校
区
集
会
施
設
の
玄
関
回

り
タ
イ
ル
改
修
費
２
９
９
万
２
０
０
０
円
の

詳
細
は
。

社
会
教
育
課

経
年
劣
化
に
よ
る
全
体

的
な
タ
イ
ル
改
修
工
事
費
。
同
施
設
は
10
月

に
開
催
さ
れ
る
国
体
カ
ヌ
ー
会
場
の
お
も
て

な
し
料
理
調
理
会
場
で
あ
り
、
国
体
開
催
前

に
改
修
工
事
を
完
了
す
る
。

教
育
委
員
会
へ
の
審
査
請
求
21

万
８
０
０
０
円
の
詳
細
は
。

教
育
総
務
課

開
示
請
求
不
服
に
よ
る

審
査
請
求
に
対
応
す
る
た
め
の
審
査
会
諮
問

に
関
わ
る
費
用
。

【
議
会
費
】

委
員

台
湾
と
の
友
好
交
流
訪
問
事
業
に

つ
い
て
。
他
の
市
町
村
の
参
加
は
あ
る
の
か
。

ま
た
、
事
業
の
詳
細
は
。

議
会
事
務
局

伊
佐
市
と
花
蓮
市
、
竹
田

郷
と
の
単
独
事
業
で
あ
る
。
花
蓮
市
、
竹
田

郷
と
も
に
２
泊
３
日
の
訪
問
を
予
定
。
そ
れ

ぞ
れ
の
町
を
相
互
に
訪
問
す
る
計
画
で
あ
る
。

■
原
案
に
対
す
る
修
正
案
の
提
出

【
修
正
案
】

・
内
容

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
と
旧
バ
ス
セ
ン
タ
ー

間
の
市
道
を
拡
幅
す
る
た
め
の
、
電
柱
移
設

及
び
新
設
工
事
費
３
０
０
万
円
を
削
除
す
る

も
の
。

・
提
出
者

　
遠
矢
寿
子
議
員
・
庵
下
信
一
議
員

・
趣
旨
説
明　
　
　
遠
矢
寿
子
議
員

　
市
役
所
の
位
置
を
移
転
す
る
た
め
の
条
例

改
正
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
付
近
に
新
庁
舎
を
建
設
す
る
こ
と
は
本

決
ま
り
に
な
っ
て
い
な
い
。
早
急
に
電
柱
工

事
を
開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
見

当
た
ら
な
い
。

　

ま
た
、
３
月
議
会
以
降
、「
事
業
費
が
大

幅
に
増
大
す
る
」
と
い
う
こ
と
以
外
は
、
市

■
予
算
決
算
委
員
会
審
査

委
員
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民
に
も
議
会
に
も
事
業
費
に
つ
い
て
新
た
な

情
報
提
供
が
な
い
。
水
泳
世
界
選
手
権
福
岡

大
会
も
大
阪
・
関
西
万
博
も
資
材
高
騰
と
人

手
不
足
で
深
刻
な
事
態
と
な
っ
て
い
る
。
伊

佐
市
で
も
庁
舎
の
建
て
替
え
は
必
要
だ
が
、

規
模
と
予
算
に
つ
い
て
は
慎
重
な
検
討
が
必

要
。

　
さ
ら
に
、
庁
舎
本
体
以
外
の
比
較
的
低
予

算
の
事
業
費
を
小
出
し
に
し
て
予
算
を
獲
得

し
既
成
事
実
を
積
み
重
ね
る
や
り
方
は
、
市

政
の
主
権
者
で
あ
り
納
税
者
で
あ
る
市
民
に

対
す
る
公
正
さ
と
誠
実
さ
に
欠
け
、
市
政
へ

の
信
頼
を
失
わ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
。

■
討
　
論

修
正
案
に
賛
成
畑
中
　
香
子 

議
員

　
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
当
初
市
長
の
「
菱

刈
庁
舎
は
支
所
と
し
て
も
残
さ
な
い
」
と
い

う
考
え
の
下
菱
刈
庁
舎
と
大
口
庁
舎
を
合
計

し
た
よ
り
も
大
き
い
８
０
０
０
㎡
40
億
円
の

計
画
が
示
さ
れ
市
民
か
ら
大
き
す
ぎ
る
豪
華

す
ぎ
る
と
の
声
が
上
が
り
続
け
て
い
る
。
総

額
で
60
億
円
の
設
計
へ
と
変
更
し
た
が
、
庁

舎
部
分
で
現
庁
舎
よ
り
も
２
３
０
０
㎡
も
大

き
く
、
大
規
模
改
修
時
期
で
な
い
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
と
の
一
体
化
で
費
用
が
多
大
に
か

か
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
資
材
高
騰

も
見
込
ま
れ
、
人
口
も
減
少
す
る
な
か
、
年

間
１
億
５
０
０
０
万
円
か
ら
２
億
円
弱
の
借

金
返
済
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
庁

舎
建
設
は
立
ち
止
ま
っ
て
見
直
し
を
す
る
べ

き
。

緒
方
　
重
則 

議
員

　
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
る
住
民
税
非
課

税
世
帯
及
び
家
計
急
変
世
帯
へ
の
交
付
金
や

地
域
の
産
科
医
療
体
制
確
保
の
た
め
の
支
援
、

企
業
誘
致
対
策
事
業
や
新
庁
舎
建
設
事
業
な

ど
市
民
生
活
・
医
療
福
祉
に
直
結
す
る
重
要

な
補
正
で
あ
り
賛
成
す
る
。

原
案
に
賛
成
福
本
　
千
枝
子 

議
員

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
高
騰
を
受
け
て
い

る
住
民
非
課
税
世
帯
等
に
対
し
、
３
万
円
の

生
活
支
援
。
有
害
鳥
獣
に
よ
る
田
畑
へ
の
被

害
対
応
に
電
線
が
織
り
込
ま
れ
た
防
草
シ
ー

ト
の
補
助
。
伊
佐
市
医
師
会
の
要
望
で
産
婦

人
科
を
守
る
た
め
の
補
助
金
。
新
庁
舎
建
設

に
伴
う
予
算
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
賛
成
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
■
採
　
決

【
修
正
案
に
賛
成
】

　
遠
矢
・
庵
下
・
武
本
・
畑
中
議
員

【
原
案
に
賛
成
】

　
村
岡
・
星
野
・
竹
原
・
岩
元
・
森
山
・

　
今
村
・
緒
方
・
前
田
・
久
保
・
柿
木
原
・

　
福
本
議
員

■
採
決
の
結
果

　
修
正
案　
　
　
否
決

　
原　
案　
　
　
可
決

■
議
案
の
概
要

　

十
曽
青
少
年
旅
行
村
の
指
定
管
理
者
の

公
募
を
行
っ
た
結
果
、
３
社
の
応
募
が
あ

り
、「
伊
佐
市
公
の
施
設
指
定
管
理
者
選
定

審
議
会
」
の
答
申
が
あ
っ
た
。
令
和
５
年
10

月
１
日
か
ら
令
和
８
年
９
月
30
日
ま
で
の
３

年
間
を
指
定
管
理
期
間
と
し
、
Ｊ
Ｐ
Ｔ
・
Ｔ

ｏ
ｕ
ｒ
ｓ
・
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
株
式
会
社
を
指
定

管
理
者
に
指
定
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
第

２
４
４
条
の
２
第
６
項
の
規
定
に
よ
り
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

■
総
務
産
業
委
員
会
審
査

委
員

当
事
業
者
の
旅
行
村
を
利
用
さ
れ

る
方
々
の
予
約
方
法
に
対
し
ど
の
よ
う
な
説

明
が
あ
っ
た
の
か
。

地
域
振
興
課

提
案
書
の
内
容
で
は
、
Ｉ

Ｔ
の
活
用
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
す
る
、

ま
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
活
用
に
よ
っ
て
利
用
促
進

を
呼
び
掛
け
し
、
大
手
旅
行
サ
イ
ト
と
も
提

携
し
た
い
と
の
説
明
で
あ
っ
た
。

◎
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
結
果

　
「
可
決
す
べ
き
も
の
」

■
本
会
議
に
お
け
る
討
論

反
対

星
野
　
元
興 

議
員

　
当
指
定
管
理
者
選
定
に
お
い
て
は
、
伊
佐

市
内
企
業
の
応
募
が
あ
っ
た
。
市
民
が
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
よ
う
と
す
る
思
い
に
、
行
政
が
応

じ
ら
れ
な
い
こ
と
を
残
念
に
思
う
。
当
市
が

若
者
の
残
り
た
い
街
、
住
み
た
い
街
、
そ
し

て
ワ
ク
ワ
ク
す
る
街
に
な
る
こ
と
を
願
い
、

当
議
案
に
反
対
す
る
。

賛
成

緒
方
　
重
則 

議
員

　
「
伊
佐
市
公
の
施
設
指
定
管
理
者
選
定
審

議
会
」
に
よ
り
示
さ
れ
た
答
申
を
尊
重
す
る
。

そ
の
上
で
、
指
定
さ
れ
た
業
者
の
委
託
管
理

期
間
内
に
お
け
る
取
組
み
を
、
議
会
と
し
て

し
っ
か
り
精
査
し
て
い
け
ば
よ
い
の
で
は
、

と
考
え
る
。

■
本
会
議
に
お
け
る
採
決
の
結
果

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

（
賛
成
）
竹
原
・
遠
矢
・
庵
下
・
武
本
・
岩
元
・

森
山
・
今
村
・
緒
方
・
前
田
・
久
保
・
柿
木

原
・
福
本
議
員

（
反
対
）
村
岡
・
星
野
・
畑
中
議
員

■
今
回
の
補
正
額

　
　
　
　
　
　
１
億
７
７
５
万
８
０
０
０
円

■
補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
額

　
　
　
１
８
０
億
４
４
５
０
万
９
０
０
０
円

■
議
案
の
概
要

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
価
格
の
高
騰
の
影

響
を
受
け
て
い
る
生
活
者
や
介
護
・
福
祉
事

業
者
、
農
業
経
営
者
等
の
負
担
軽
減
に
要
す

る
経
費
。
ま
た
学
校
給
食
費
に
対
す
る
子
育

議
案
第
36
号　
十
曽
青
少
年
旅
行
村
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議
案
第
37
号　
令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

原
案
に
賛
成
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て
支
援
の
た
め
の
経
費
に
つ
い
て
措
置
す
る

も
の
。

■
事
業
の
内
容　
（
金
額
は
概
数
で
表
示
）

■
議
案
へ
の
主
な
質
疑

畑
中
　
香
子 

議
員

畑
　
中

議
案
提
案
が
６
月
議
会
最
終
日

と
な
っ
た
理
由
は
。

財
政
課
長

今
回
の
電
気
・
ガ
ス
・
食
料

品
等
価
格
高
騰
重
点
支
援
地
方
交
付
金
は
大

き
く
二
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、
低
所
得
世
帯

支
援
枠
分
は
先
の
補
正
予
算
に
組
み
込
ん
で

議
決
い
た
だ
い
た
。
推
奨
事
業
枠
分
は
県
も

臨
時
交
付
金
を
受
け
て
県
が
支
援
す
る
事
業

等
も
あ
り
、
そ
の
情
報
収
集
と
庁
内
で
の
事

業
の
調
整
に
時
間
が
か
か
っ
た
が
、
な
る
べ

く
早
く
執
行
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
今
回
の

提
出
と
な
っ
た
。

畑
　
中

農
業
資
材
価
格
高
騰
対
策
緊
急

支
援
事
業
３
８
０
１
万
５
０
０
０
円
の
積
算

根
拠
に
つ
い
て
、
所
得
区
分
ご
と
の
件
数
は
。

農
政
課
長

畜
産
農
家
へ
の
支
援
内
容
は
。

■
本
会
議
に
お
け
る
採
決
の
結
果

　
全
会
一
致
で
可
決

　
■
諮
問
の
内
容

　
現
在
、
人
権
擁
護
委
員
で
あ
る
内
山
和
行

氏
お
よ
び
町
田
ま
り
子
氏
が
本
年
12
月
31
日

を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
候
補
者
と
し
て
推
薦
す
る
た
め
、
人

権
擁
護
委
員
法
第
６
条
第
３
項
の
規
定
に
よ

り
、
議
会
の
意
見
を
求
め
る
も
の
。

■
本
会
議
に
お
け
る
採
決
の
結
果

　
全
会
一
致
で
同
意

諮
問
第
２
号　
諮
問
第
３
号

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

畑
　
中

障害者（児）施設等に対する事業者支援

通所系事業所  　　　     122 万 3000 円
入所施設　　　　　　      45 万 8000 円
グループホーム  　　　   123 万 2000 円
放課後等デイサービス 　　 7 万 6000 円

介護施設等に対する事業者支援　
通所系事業所　  　　 　 188 万 8000 円
入所施設　　　　　　    616 万 5000 円
養護老人ホーム   　 　　235 万 3000 円

保育所等に対する事業者支援 620 万円
農業経営に対する支援　 3810 万円
畜産農家に対する支援 5010 万円

学校給食費への助成 1600 人× 1000 円× 11 か月分　　　　　　
1760 万円

農業収入
30 万円以上
250 万円未満 １万 5000 円×861 件

250 万円以上
500 万円未満 ２万 5000 円×123 件

500 万円以上
750 万円未満 ５万円×58 件

750 万円以上
1000 万円未満 ７万 5000 円×39 件

1000 万円以上 10 万円×162 件
計 1243 件分（うち法人 28 件）

肉用牛繁殖 12 か月
１８８件

１頭あたり 5500 円 
（上限 100 万円）

肉用牛肥育 12 か月 10 件・
乳用牛 5 件

１頭あたり 6500 円
（上限 200 万円）

成豚（子取り雌、種雄）
5 件

１頭あたり 1000 円
（上限 200 万円）

出荷肉豚
７件

10 頭あたり 4000 円
（上限 200 万円）

鶏通常飼養羽数
７件

１羽あたり 30 円
（上限 200 万円）

農
政
課
長
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■
報
告
の
概
要

　
４
件
の
交
通
事
故
に
係
る
和
解
及
び
損
害

賠
償
の
額
の
決
定

■
事
故
の
概
要

①
令
和
４
年
10
月
、
伊
佐
市
内
の
市
道
で
市

職
員
の
運
転
す
る
公
用
車
が
、
他
の
車
両

と
側
面
衝
突
し
た
際
、
破
損
し
た
双
方
の

車
両
の
破
片
が
飛
散
し
、
対
向
車
線
を

走
行
中
の
相
手
方
車
両
の
右
前
方
を
破

損
。
市
の
過
失
割
合
10
％
、
損
害
賠
償
額

１
万
５
２
１
７
円
。

②
令
和
４
年
11
月
、
姶
良
市
の
県
道
に
お
い

て
、
市
職
員
の
運
転
す
る
公
用
車
が
、
他

の
車
両
の
前
方
と
右
側
前
方
衝
突
し
、
双

方
の
車
両
が
破
損
。
市
の
過
失
割
合
15
％
、

損
害
賠
償
額
１
万
３
６
５
０
円
。

③
令
和
５
年
２
月
、
伊
佐
市
内
の
丁
字
路
で
、

市
職
員
の
運
転
す
る
公
用
車
が
信
号
待
ち

の
た
め
停
車
し
て
い
た
車
両
の
後
方
部
に

衝
突
し
、
双
方
の
車
両
が
破
損
、
相
手
方

車
両
の
運
転
者
が
負
傷
。
市
の
過
失
割
合

１
０
０
％
、
損
害
賠
償
額
31
万
４
０
０
５

円
。

④
令
和
５
年
３
月
、
鹿
児
島
空
港
駐
車
場
敷

地
内
に
お
い
て
、
市
職
員
が
公
用
車
を
駐

車
す
る
た
め
に
後
退
さ
せ
た
際
、
相
手
方

車
両
の
右
前
方
部
に
接
触
し
、
双
方
の
車

両
が
破
損
。
市
の
過
失
割
合
１
０
０
％
、

損
害
賠
償
額
14
万
９
４
６
２
円
。

　
①
と
②　
令
和
５
年
４
月
１
日

　
③
と
④　
令
和
５
年
５
月
16
日

■
報
告
へ
の
主
な
質
疑

庵
下
　
信
一 

議
員

庵
　
下

過
去
５
か
年
の
交
通
事
故
の
件

数
と
、
半
年
の
間
に
４
件
も
の
事
故
が
発
生

し
た
こ
と
は
あ
っ
た
か
。

会
計
課
長

過
去
５
年
間
で
和
解
を
必
要

と
す
る
交
通
事
故
の
件
数
は
、
平
成
30
年
１

件
、
令
和
元
年
度
２
件
、
令
和
２
年
度
と
３

年
度
は
な
く
、
令
和
４
年
度
が
４
件
。
和
解

を
必
要
と
す
る
事
故
に
つ
い
て
、
半
年
余
り

で
４
件
の
事
例
は
な
い
。

庵
　
下

こ
れ
ま
で
も
研
修
は
実
施
さ
れ

て
き
た
経
緯
は
あ
る
が
、
今
後
特
に
注
意
を

し
て
指
導
、
研
修
し
て
い
き
た
い
点
は
。

総
務
課
長

今
回
、
一
連
の
事
故
を
受
け

て
、
庁
内
の
掲
示
板
に
お
い
て
公
用
車
の
使

用
や
運
転
す
る
際
の
心
構
え
の
周
知
を
行
う

こ
と
、
課
長
会
等
で
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
や

交
通
安
全
の
声
掛
け
な
ど
、
様
々
な
観
点
か

ら
交
通
事
故
防
止
策
に
つ
い
て
検
討
し
、
職

員
の
事
故
減
少
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

　　
農
村
情
報
連
絡
施
設
管
理
事
業
ほ
か
、
27

事
業
の
総
額
８
億
９
７
７
４
万
４
０
０
０
円

の
う
ち
７
億
４
４
７
９
万
２
０
０
０
円
を
令

和
５
年
度
に
繰
り
越
し
た
。

　
菱
刈
泉
熱
開
発
有
限
会
社
経
営
状
況
の
説

明
。
令
和
５
年
３
月
末
の
給
湯
先
件
数
は
昨

年
度
比
較
で
１
件
減
の
15
件
で
、
給
湯
量
は

毎
分
７
２
５
リ
ッ
ト
ル
で
あ
る
。

　
業
績
に
つ
い
て
は
、
売
上
高
は
旅
館
な
ど

に
給
湯
し
て
い
る
湯
料
で
、
１
９
６
万
６
８

０
０
円
。
こ
れ
か
ら
売
上
原
価
１
６
６
万
８

９
９
３
円
及
び
一
般
管
理
費
の
23
万
６
９
９

９
円
を
差
し
引
い
た
営
業
損
益
は
６
万
８
０

８
円
の
黒
字
で
あ
る
。
当
期
末
純
資
産
合
計

は
３
６
６
万
９
３
１
９
円
で
あ
る
。

　
第
29
期
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
原
価
計
１

６
７
万
円
、
一
般
管
理
費
23
万
８
０
０
０
円
、

営
業
利
益
は
３
万
５
０
０
０
円
と
な
り
、
こ

れ
に
法
人
税
及
び
住
民
税
な
ど
７
万
１
０
０

０
円
を
差
し
引
い
た
当
期
利
益
は
マ
イ
ナ
ス

３
万
６
０
０
０
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

■
専
決
処
分
を
し
た
日

報
告
第
７
号　
菱
刈
泉
熱
開
発

有
限
会
社
経
営
状
況
に
つ
い
て

報
告
第
６
号　
令
和
４
年
度
伊
佐
市
一

般
会
計
予
算
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

に
つ
い
て

報
告
第
２
号
～
報
告
第
５
号

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

伊佐市花火大会（7 月 28 日）
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陳 情 の 審 査
件　　　名 提出者 付託先

陳　情
第８号

伊佐市新庁舎建設と大口ふ
れあいセンター及び中央公
園の改修に関する陳情書

伊佐市コミュニティ連絡協議会
会長　石原　昭紀　外 14 人 総務産業委員会

〈陳情の趣旨〉
　市議会議長、市議会議員の皆様におかれましては、日頃から各校区コミュニティ協議会の活
動に対しまして、ご理解とご協力・ご指導をいただきありがとう御座います。
　伊佐市コミュニティ連絡協議会では、５年２月期の連絡協議会理事会（以下理事会という。）
において伊佐市庁舎建設、ふれあいセンター周辺の整備について市担当の課長から説明を受け、
質疑応答を行いました。庁舎建設等については、理事会全会一致で賛成の同意をいただいたと
ころです。
　また、５月 26 日開催の５年度の第一回理事会においても、全会一致で賛成の同意をいただ
きました。
　理事会としては、新しい庁舎建設への着工とそれらの市全体の活性化に向けた取り組みをな
るべく早く行われる事を望んでおります。
　市当局におかれましても「菱刈庁舎の引き続きの活用」と「各地域の活性化に対する支援」
等を表明されていることから、これからの伊佐市全体の発展を望み、又各コミュニティ協議会
会長の同意を踏まえ、以下について市議会に対して陳情をいたします。
　今後もそれぞれの地域の活性化に向けて各コミュニティ協議会も活動を続けて参りたいと
思っておりますので、市議員の皆様方におかれましても、ご考慮いただきますようくれぐれも
お願い申し上げます。なお、今後、市議会に上程され協議されると思われる内容等について陳
情しております。

１　「伊佐市役所位置を定める条例」の新庁舎住所への改正議案を速やかに議決して下さい。
２　「伊佐市大口ふれあいセンターの設置及び管理に関する条例」の必要な改正議案を速やか
　に議決して下さい。
３　「新庁舎」の建設、「大口ふれあいセンター」及び「中央公園」の改修に関する予算書案を
　速やかに議決して下さい。
　以上、各校区コミュニティ協議会全会長の総意として陳情します。

大口校区コミュニティ協議会　　会長　石原　昭紀　　大口東校区コミュニティ協議会　会長　瀬之口　浩
牛尾校区コミュニティ協議会　　会長　中村　浩久　　山野校区コミュニティ協議会　　会長　諏訪下　豊
平出水校区コミュニティ協議会　会長　西薗　明夫　　羽月校区コミュニティ協議会　　会長　堂園　孝志
羽月西校区コミュニティ協議会　会長　壹岐　清次　　羽月北校区コミュニティ協議会　会長　福山　安夫
曽木校区コミュニティ協議会　　会長　飯田　利美　　針持校区コミュニティ協議会　　会長　丸目　廣美
南永校区コミュニティ協議会　　会長　山下　晴喜　　本城校区コミュニティ協議会　　会長　堀之内　博行
湯之尾校区コミュニティ協議会　会長　大保　義人　　菱刈校区コミュニティ協議会　　会長　中村　英次
田中校区コミュニティ協議会　　会長　栗脇　市助

■総務産業委員会での審査
［委員］陳情内容については概ね理解できるが、総意の意見として取扱うには疑念が残るため、もう
少し時間をかけて議論を尽くしたほうがいいのではないか。
◎委員会における審査の結果　「継続審査とする」
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意 見 書
伊佐市議会から国への意見書提出を 可決

意見書７
【タイトル】「地方財政の充実・強化に関する意見書」
【 提 出 先 】 内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、厚生労働大臣、国土交通大臣、デジタル大臣、

農林水産大臣、内閣府特命担当大臣、衆参両議院議長
【 趣 　 旨 】　 地地方公共団体は、急激な少子・高齢化の進展に伴う医療、介護など社会保障制

度の整備、子育て施策、地域活性化、環境、物価高騰対策、デジタル化推進など、
極めて多岐にわたる役割が求められています。

　　　　　　　しかし、現実に地域公共サービスを担う人材は不足しており、疲弊する職場実
態にある中、新型コロナウイルス、多発する大規模災害への対策も迫られています。

　　　　　　　これらに対応する地方財政について、政府は「骨太方針 2021」において、
2021 年度の地方一般財源水準を 2024 年度まで確保するとしていますが、それ
をもって増大する行政需要に十分対応し得るのか、大きな不安が残されています。

　　　　　　　このため、2024 年度の政府予算と地方財政の検討にあたっては、歳入・歳出
を的確に見積もり、地方財政の確立を目指すよう求めます。

件　　　名 提出者 付託先

陳　情
第９号

新庁舎建設計画の見直しを
求める陳情書

新庁舎建設を考える住民の会
西　幸博　 北村　政則
茅野　博

総務産業委員会

〈陳情の趣旨〉
　梅雨空が続いていますが、市議会議員の皆様には、市民の暮しを守り、市の発展のため日々
ご精励の事とお喜び申し上げます。
　今、市民の間では、新庁舎建設計画について様々な意見と要望がだされています。特に、伊
佐市の人口が 22 年後 13,500 人になると予想される中で 58 億円もかかるという計画には、
多くの市民が疑問の声を寄せています。
　「新庁舎建設を考える会」では、寄せられた市民の声を検討し、団結と市政の発展をめざす
立場から、以下の要望を議会に陳情することになりました。
　市議会議員の皆様が市民の声を深くくみ取り、慎重審議して頂くようお願い申し上げます。
１、「対等合併・両庁舎同格」という合併協定の精神を守って頂くこと。
２、菱刈庁舎を支所として明確に位置付けて頂くこと。
３、新庁舎をふれあいセンターと一体化する現建設計画は、建設費が 58 億円と莫大になるだ

けでなく、市庁舎部分の建て床面積も 6,300㎡と菱刈庁舎の廃止を前提の計画であることか
ら、抜本的に見直し縮減すること。

■総務産業委員会での審査
［委員］さまざまな意見がある中、どのような在り方がよいのかも含め、もう少し時間を掛け継続審
査すべきではないか。
◎委員会における審査の結果　　「継続審査とする」
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令和４年度 政務活動費 を報告します
令和４年４月～令和５年３月分　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

議員名

内　　　訳

支出合計 返納額
研修費 調　査

研究費 会議費 資　料
作成費

資　料
購入費 広報費 広聴費

要望・
陳情
活動費

村 岡 強 志 180,000 33,400 27,962 7,260 68,622 111,378

星 野 元 興 180,000 39,562 140,438 180,000 0

竹 原 研 二 180,000 34,700 34,700 145,300

遠 矢 寿 子 180,000 180,000 180,000 0

庵 下 信 一 180,000 55,684 12,184 108,361 176,229 3,771

武 本 進 一 180,000 93,464 7,029 9,130 109,623 70,377

岩 元　 努 180,000 96,334 28,270 124,604 55,396

森 山 良 和 180,000 36,663 6,302 42,965 137,035

今 村 謙 作 180,000 0 180,000

緒 方 重 則 180,000 74,105 5,000 8,400 87,505 92,495

前 田 和 文 180,000 166,092 3,400 10,508 180,000 0

久 保 教 仁 180,000 8,800 0 21,372 30,172 149,828

畑 中 香 子 180,000 101,921 101,921 78,079

柿木原榮一 180,000 5,060 5,060 174,940

福本千枝子 180,000 31,851 26,022 57,873 122,127

森 田 幸 一 180,000 60,764 16,978 90,420 168,162 11,838

総　　計 2,880,000 878,019 189,422 0 149,443 22,590 307,962 0 0 1,547,436

○政務活動費とは
　議員の市政に関する調査研究に必要な経費の一部として交付されるものです。
　伊佐市では議員一人あたり月額１万 5000 円（年額 18 万円）が交付されています。
　地方自治法の規定に基づき制定されている「伊佐市議会政務活動費の交付に関する条例」や規則により、適
正に取り扱っています。

○詳細の閲覧は
　収支報告書はホームページで公開しています。
　領収書等は、議会事務局（大口庁舎３階）で閲覧することができます。
　日程調整等ありますので、事前にお問い合わせください。
　・閲覧時間：８時 30 分から 17 時 15 分まで
　  （ただし、土日、祝日及び 12 月 29 日から１月３日を除く）

項目

交付額
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十
曽
青
少
年
旅
行
村
の

指
定
管
理
に
つ
い
て
、
今
回

の
事
業
者
に
決
定
し
た
経
緯

を
伺
う
。

伊
佐
市
公
の
施
設
指
定

管
理
者
選
定
審
議
会
の
意
見

を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
本
年

４
月
13
日
に
当
審
議
会
を
開

催
し
た
。
委
員
８
人
が
出
席

し
て
審
議
を
行
い
、
委
員
の

合
計
点
数
が
最
も
高
い
申
請

事
業
者
を
指
定
管
理
事
業
者

の
候
補
と
選
定
し
、
条
例
に

基
づ
き
、
市
長
に
報
告
し
た
。

今
後
の
十
曽
を
ど
う
考

え
る
か
。

キ
ャ
ン
プ
場
周
辺
の
環

境
を
十
分
に
生
か
し
、
地
元

事
業
者
や
各
団
体
と
の
連
携

も
図
り
な
が
ら
、
伊
佐
市
の

観
光
を
代
表
す
る
施
設
と
し

て
、
全
国
各
地
か
ら
お
越
し

い
た
だ
く
よ
う
、
行
政
と
し

て
も
し
っ
か
り
と
支
援
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

国
は
令
和
７
年
度
に

は
中
学
校
等
の
部
活
動
を
地

域
移
行
と
す
る
よ
う
で
あ
る

が
、
本
市
に
お
け
る
今
後
の

対
応
は
ど
う
考
え
る
か
。

本
市
に
お
い
て
は
こ

れ
ま
で
教
育
委
員
会
と
学
校

長
で
の
協
議
を
進
め
て
い
る
。

令
和
５
年
度
後
半
に
は
協
議

会
を
立
ち
上
げ
、
本
市
に
お

け
る
部
活
動
の
在
り
方
や
地

域
移
行
に
つ
い
て
協
議
を
進

め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

市
民
か
ら
新
庁
舎
建

設
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

の
多
く
の
声
が
あ
る
。
令
和

５
年
度
実
施
設
計
が
出
来
上

が
り
工
事
に
着
手
す
る
計
画

で
あ
る
が
、
基
本
設
計
に
比

べ
変
更
さ
れ
た
部
分
が
出
て

き
た
の
か
。
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
改
修
工
事
と
同
時
に

着
工
で
き
る
の
か
。

３
階
を
資
料
館
収
蔵
庫

と
し
て
検
討
し
て
い
た
が
、

全
て
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
貸
室

に
変
更
す
る
。
ふ
れ
セ
ン
は

築
30
年
を
経
過
し
設
備
の
老

朽
化
が
著
し
く
、
雨
漏
り
等

の
不
具
合
が
数
多
く
発
生
し

て
い
る
。
新
庁
舎
と
同
時
に

大
規
模
改
修
す
る
こ
と
で
、

費
用
・
工
事
期
間
の
縮
小
と

な
る
。菱

刈
庁
舎
の
職
員
の
配

置
は
ど
う
な
る
か
。
ま
た
、

新
庁
舎
の
位
置
条
例
な
ど
今

後
の
予
定
は
。

実
務
や
経
験
豊
富
な
職

員
を
配
置
し
不
便
を
か
け
な

い
よ
う
に
す
る
。
位
置
条
例

に
つ
い
て
は
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
再
確
認
も
あ
り
臨
時

議
会
で
の
提
案
を
考
え
て
い

る
。
着
工
が
約
６
か
月
延
び

る
が
令
和
８
年
度
中
に
完
成

及
び
運
用
開
始
を
目
指
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
が
「
５

類
」
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。

発
熱
な
ど
の
症
状
が
出
た
ら

ど
こ
に
連
絡
す
る
の
か
。
医

療
費
の
軽
減
措
置
は
あ
る
の

か
。

ま
ず
は
か
か
り
つ
け

医
に
相
談
す
る
。
迷
う
場
合

は
保
健
所
。
医
療
費
は
入

院
・
外
来
医
療
費
の
自
己
負

担
分
の
う
ち
一
部
が
公
費
と

な
る
。
入
院
は
高
額
医
療
費

制
度
の
適
応
に
加
え
、
月
の

自
己
負
担
限
度
額
か
ら
２
万

円
が
控
除
さ
れ
る
。

今
後
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
計
画
は
。

令
和
５
年
度
は
65
歳

以
上
の
方
や
、
基
礎
疾
患
の

あ
る
方
は
春
と
秋
の
２
回
接

種
。
そ
れ
以
外
の
方
は
年
１

回
接
種
に
な
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

中
学
校
「
部
活
動
指
導
員
」

の
配
置
に
つ
い
て

問問

問

問

問問

問

答答

答

新庁舎建設の進捗状況は
市長／令和８年度の完成・運用開始を
　　　目指す

福本　千枝子 議員

答答

答答

今
後
の
十
曽
はど

う
な
る

市
長
／
支
援
し
な
が
ら
進
め
て
い
く

村
岡
　
強
志 

議
員

村岡議員	

	

	

	

福本議員	

	

	

	

	

	

	

	

	

村岡議員	

	

	

	

福本議員	

	

	

	

	

	

	

	

	

中
学
校
の
部
活
動
に

つ
い
て

一
般
質
問

〝
市
政
を
問
う
〟　
　
　

10
人
が
一
般
質
問

新
型
コ
ロ
ナ
「
５
類
」

へ
の
移
行
に
つ
い
て
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答

答

今
後
の
職
員
適
正
数
の

考
え
方
は
。

技
術
職
確
保
は
大
き
な

課
題
。
総
合
的
に
見
極
め
、

職
員
適
正
数
を
考
え
て
い
き

た
い
。
そ
の
時
々
の
状
況
で

判
断
し
な
が
ら
進
め
て
い
く

こ
と
が
妥
当
だ
と
思
う
。

人
口
が
減
っ
て
い
く
中
、

財
政
状
況
は
厳
し
く
な
っ
て

く
る
。
現
実
的
な
職
員
数
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
提
供
な
ど
、

ど
の
よ
う
に
市
民
へ
の
理
解

を
進
め
る
の
か
。

業
務
の
多
様
化
等
を
い

ろ
ん
な
形
で
行
っ
て
い
く
。

会
計
年
度
任
用
職
員
で
頑

張
っ
て
い
る
方
も
た
く
さ
ん

い
る
。
職
員
採
用
は
定
住
促

進
に
も
つ
な
が
る
。
人
口
が

減
っ
て
い
け
ば
、
当
然
財
政

状
況
は
厳
し
く
な
っ
て
い
く
。

ま
ち
の
状
況
に
応
じ
て
し
っ

か
り
適
正
配
置
し
、
ベ
ス
ト

の
形
で
考
え
て
い
く
の
が
責

務
で
あ
る
。

市
立
図
書
館
が
さ
ら
に

魅
力
的
で
、
交
流
も
あ
る
施

設
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
書
店

や
喫
茶
店
な
ど
を
併
設
許
可

す
る
規
制
緩
和
は
で
き
な
い

か
。

書
店
や
喫
茶
店
な
ど
を

併
設
し
た
市
立
図
書
館
運
営

は
考
え
て
い
な
い
。
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
大
規
模
改
修
に

合
わ
せ
、
セ
ン
タ
ー
内
の
図

書
館
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ

る
。
館
内
の
交
流
ス
ペ
ー
ス

含
め
、
魅
力
的
な
図
書
館
に

な
る
よ
う
整
備
を
進
め
る
予

定
。

指
定
管
理
者
制
度
導
入

の
検
討
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の

可
能
性
は
。

民
間
経
営
は
、
現
時
点

で
協
議
を
行
う
予
定
は
な
い
。

図
書
館
運
営
は
、
図
書
館
協

議
会
の
中
で
協
議
し
て
い
く
。

指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
つ

い
て
は
、
県
内
図
書
館
で
も

ま
だ
ま
だ
少
な
い
状
況
。
将

来
的
に
は
、
当
市
の
図
書
館

に
つ
い
て
も
検
討
は
必
要
だ

と
思
う
。

こ
の
世
に
生
を
受
け
て

最
初
に
あ
げ
る
産
声
、
生
ま

れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
、
お
め
で
と
う
の
支
援
・

対
策
と
し
て
出
産
祝
い
金
を

支
給
す
る
考
え
は
な
い
か
。

令
和
５
年
４
月
か
ら
出

産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
事

業
を
開
始
し
て
お
り
、
妊
娠　
　
　

届
け
出
時
の
面
談
終
了
後
に

出
産
応
援
ギ
フ
ト
と
し
て
妊

婦
一
人
に
つ
き
５
万
円
、
出

産
届
け
出
時
の
面
談
実
施
後

に
子
育
て
応
援
ギ
フ
ト
と
し

て
子
ど
も
一
人
に
つ
き
５
万

円
を
支
給
し
て
い
る
。

令
和
５
年
４
月
以
降
の

給
食
材
料
費
の
値
上
り
分
の

小
学
校
20
円
、
中
学
校
30
円

に
つ
い
て
は
市
が
負
担
す
る

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
令
和
４
年
９
月
以
降

の
補
助
金
１
０
０
０
円
が
無

く
な
り
、
１
食
当
た
り
小
学

校
で
32
％
、
中
学
校
で
26
％

も
の
値
上
が
り
と
な
り
保
護

者
の
負
担
が
重
く
な
っ
て
い

る
と
の
声
を
聞
く
。
保
護
者

の
思
い
を
酌
ん
で
、
給
食
費

無
償
化
の
決
断
は
で
き
な
い

か
。

保
護
者
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
、
今
年
度
は
値
上

げ
相
当
額
に
つ
い
て
市
が
負

担
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、

現
時
点
で
は
無
償
化
の
実
施

に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

今
後
、
保
護
者
の
負
担
軽
減

に
つ
い
て
、
国
の
制
度
等
を

活
用
で
き
な
い
か
検
討
し
た

い
。
今
無
償
化
し
て
い
る
の

は
19
市
の
う
ち
数
市
で
一
部

で
あ
る
。
伊
佐
市
が
遅
れ
て

い
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い

道
の
１
番
目
に
子
育
て
・
高

齢
者
対
策
事
業
に
と
う
た
っ

て
あ
る
。
寄
附
を
さ
れ
た
方

も
約
半
数
の
方
が
そ
の
事
業

を
支
持
さ
れ
て
い
る
。
ふ
る

さ
と
納
税
基
金
を
原
資
と
し

て
子
育
て
支
援
を
充
実
す
る

こ
と
を
、
今
こ
こ
で
決
断
で

き
な
い
か
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
は
、
寄
附
者
の
意
向
も

あ
る
。
そ
れ
に
の
っ
と
っ
て

使
わ
な
け
れ
ば
裏
切
る
こ
と

に
な
る
。
忠
実
に
希
望
に

の
っ
と
っ
て
行
う
。
ふ
る
さ

と
納
税
が
伸
び
た
か
ら
こ
そ

新
し
い
施
策
が
打
て
る
と
い

う
こ
と
が
よ
そ
の
町
で
起
き

て
い
る
。
財
源
の
確
保
を
し

つ
つ
地
域
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
な
が
ら
新
し
い
施
策
に
手

を
付
け
て
い
く
。

問問

問

問

問

問

職員適正数どう考える？
市長／状況に応じて適正配置

森山　良和 議員

答

答

未
来
へ
の
投
資
は
、
子

育
て
支
援
充
実
に
！

市
長
／
国
の
動
向
、
制
度
等
を
勘
案

　
　
　
し
な
が
ら
検
討

答

答答

森山議員	

	

	

	

	

庵下議員	

	

	

	

	

	

	

	

庵
下
　
信
一 

議
員

森山議員	

	

	

	

	

庵下議員	

	

	

	

	

	

	

	

財
源
は
ふ
る
さ
と
納

税
基
金
活
用
で
！

一
般
質
問

〝
市
政
を
問
う
〟　
　
　

10
人
が
一
般
質
問

新
し
い
図
書
館
運
営

の
可
能
性

問
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国
道
２
６
７
号
の
大
口

高
校
裏
、
木
ノ
氏
～
里
間
通

学
路
の
日
没
の
早
い
冬
の
街

灯
設
置
が
防
犯
上
必
要
と
思

う
が
、
で
き
な
い
か
。

管
理
者
で
あ
る
県
か
ら

の
回
答
は
、
道
路
線
形
が
急

激
に
変
化
す
る
場
所
や
橋
梁

等
に
つ
い
て
は
必
要
に
応
じ

て
街
灯
を
設
置
し
て
い
る
が
、

防
犯
を
目
的
と
し
た
設
置
は
、

行
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。
な
お
、
防
犯
灯

を
設
置
す
る
場
合
は
、
む
ら

づ
く
り
事
業
の
活
用
が
あ
る
。

大
口
高
校
裏
か
ら
木
崎

方
面
へ
横
断
歩
道
整
備
は
で

き
な
い
か
。

道
路
改
良
時
に
、
道
路

管
理
者
と
県
公
安
委
員
会
で

協
議
を
さ
れ
、
必
要
な
い
も

の
と
判
断
さ
れ
た
。
今
後
、

関
係
機
関
に
よ
る
道
路
環
境

診
断
、
交
通
事
故
の
多
発
箇

所
や
道
路
の
危
険
箇
所
の
現

場
診
断
を
行
い
、
道
路
環
境

面
に
つ
い
て
改
善
策
の
検
討
、

対
策
の
実
施
の
要
望
を
し
て

い
き
た
い
。

伊
佐
市
男
女
共
同
参

画
推
進
条
例
の
制
定
が
な
い

が
理
由
が
あ
る
の
か
。

第
２
次
男
女
共
同
参

画
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
各

課
横
断
的
に
施
策
実
施
し
て

い
る
。
今
後
は
、
基
本
計
画

推
進
体
制
等
で
協
議
し
て
い

く
。

男
女
共
同
参
画
条
例

の
制
定
の
考
え
方
は
。

男
女
共
同
参
画
社
会

は
、
市
民
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

と
能
力
を
十
分
発
揮
で
き
る

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
で
あ
る
。
各
課
の
具
体
的

取
組
の
評
価
検
討
を
行
い
な

が
ら
、
条
例
制
定
の
調
査
等

も
行
っ
て
い
く
。

生
成
Ａ
Ｉ
を
市
役
所
業

務
に
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
は
24
時
間
い
つ
で
も
自

由
に
疑
問
や
問
題
を
尋
ね
る

こ
と
が
で
き
、
迅
速
か
つ
正

確
な
回
答
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
こ

と
に
よ
り
、
市
民
の
不
便
や

ス
ト
レ
ス
が
軽
減
し
、
市
民

の
満
足
度
向
上
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
。
ま
た
、
一
般
的

な
質
問
や
手
続
の
案
内
を
自

動
化
す
る
こ
と
で
市
役
所
職

員
の
負
担
を
軽
減
し
、
効
率

的
な
業
務
運
営
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

Ａ
Ｉ
活
用
は
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
た

め
の
重
要
な
取
組
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
が
、
現
状
で

は
導
入
を
検
討
す
る
段
階
に

は
な
い
。

災
害
時
に
は
電
力
供
給

が
途
絶
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

災
害
時
に
お
け
る
非
常
用
電

源
の
確
保
は
万
全
か
。

各
避
難
所
に
ガ
ス
ボ
ン

ベ
式
ポ
ー
タ
ブ
ル
発
電
機
、

簡
易
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
、
湯
沸
か

し
用
資
材
一
式
等
を
配
備
。

６
月
30
日
に
伊
佐
市
、
日
産

自
動
車
、
鹿
児
島
日
産
自
動

車
に
よ
る
連
携
協
定
を
締
結

す
る
予
定
で
あ
り
、
避
難
所

等
の
非
常
用
電
源
と
し
て
電

気
自
動
車
の
電
源
利
用
が
可

能
と
な
る
。

家
族
や
知
人
に
よ
る
送

迎
が
交
通
弱
者
向
け
支
援
と

し
て
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
の
施
策
と
し
て
、
各
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
各
自
治
体
単

位
で
運
営
す
る
カ
ー
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
制
度
の
導
入
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

今
後
、
将
来
の
交
通
体

系
を
推
察
し
、
県
内
外
に
お

け
る
導
入
事
例
の
調
査
研
究

を
し
て
い
き
た
い
。

問問

問問

問

問

問

答答

答答

ＡＩ活用で市民満足度アップを
市長／重要な取組と認識している

答答

答

伊
佐
市
男
女
共
同
参
画

推
進
条
例
の
制
定
は

交
通
弱
者
に
カ
ー
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
導
入
を

防
犯
上
、
国
道
に
街
灯

を
要
請
で
き
な
い
か

市
長
／
防
犯
目
的
で
は
設
置
は
さ
れ
な
い

星野　元興 議員

柿
木
原
　
榮
一 

議
員

柿木原議員	

	

	

	

	

星野議員	

	

	

	

	

	

	

	

柿木原議員	

	

	

	

	

星野議員	

	

	

	

	

	

	

	

一
般
質
問

〝
市
政
を
問
う
〟　
　
　

10
人
が
一
般
質
問
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人
口
減
少
や
事
務
の
デ

ジ
タ
ル
化
な
ど
将
来
を
見
据

え
、
庁
舎
が
規
模
及
び
財
政

的
に
過
大
に
な
ら
な
い
よ
う
、

基
本
設
計
時
の
費
用
を
超
え

た
の
で
あ
れ
ば
施
設
規
模
や

工
事
費
の
見
直
し
を
行
う
べ

き
で
は
な
い
か
。

建
設
資
材
や
労
務
費
高

騰
に
よ
り
建
設
事
業
費
の
上

昇
が
続
い
て
い
る
が
、
令
和

８
年
度
中
の
完
成
と
運
用
開

始
が
必
要
と
考
え
る
た
め
、

現
段
階
か
ら
施
設
規
模
に
影

響
を
及
ぼ
す
設
計
見
直
し
は

難
し
い
。

事
業
費
の
財
源
、
返
済

期
間
、
金
額
な
ど
を
書
面
で

市
民
に
示
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

事
業
費
の
変
動
が
大
き

く
な
る
。
基
本
設
計
時
の
見

込
み
を
書
面
で
残
す
と
、
そ

れ
が
独
り
歩
き
す
る
可
能
性

が
あ
る
。
実
際
の
予
算
に
相

当
す
る
事
業
費
の
想
定
が
で

き
た
ら
、
議
会
等
で
お
知
ら

せ
し
た
い
。

備
品
購
入
費
や
新
庁
舎

へ
の
移
転
の
費
用
は
建
設
費

に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
と
の

こ
と
だ
が
、
市
民
の
税
金
を

使
う
の
に
な
ぜ
概
算
で
で
も

費
用
を
明
か
さ
な
い
の
か
。

計
画
当
初
は
概
算
事
業

費
に
含
め
て
い
た
が
、
資
材

や
人
件
費
の
上
昇
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、
現
時
点
で
は
示

せ
な
い
。

現
在
の
大
口
庁
舎
は
解

体
が
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

費
用
は
。

老
朽
化
が
著
し
く
、
２

棟
と
も
解
体
予
定
。
当
初
予

定
費
用
は
２
・
１
億
円
程
度

だ
っ
た
が
、
ア
ス
ベ
ス
ト
調

査
、
諸
費
用
上
昇
で
具
体
的

費
用
は
ま
だ
見
込
め
な
い
。

人
口
は
減
る
の
に
60
億

円
も
の
大
金
を
使
っ
て
庁
舎

等
を
建
て
る
余
裕
が
こ
の
ま

ち
に
あ
る
の
か
、
学
校
や
市

民
生
活
を
も
っ
と
良
く
し
て

ほ
し
い
と
の
声
が
多
い
。
設

計
と
費
用
に
つ
き
説
明
責
任

を
果
た
し
、
市
民
と
対
話
す

べ
き
で
は
。

経
費
の
み
の
説
明
会
の

予
定
は
な
い
が
、
実
施
設
計

が
形
に
な
っ
た
ら
市
民
説
明

会
を
開
催
す
る
と
約
束
し
て

い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

　
個
人
情
報
保
護
つ
い
て

　
巨
大
風
力
発
電
事
業
計
画

と
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り

に
つ
い
て

本
市
を
と
り
ま
く
山
に

３
社
の
風
力
発
電
計
画
が
浮

上
し
て
い
る
が
、
全
国
で
低

周
波
音
、
超
低
周
波
音
に
よ

る
被
害
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

建
設
さ
れ
た
場
合
、
市
民
の

健
康
に
影
響
が
出
る
恐
れ
が

な
い
か
。

法
と
国
の
指
導
に
基
づ

き
環
境
調
査
が
な
さ
れ
る
。

ま
だ
準
備
書
が
出
て
き
て
い

な
い
段
階
で
、
感
覚
の
問
題

だ
け
で
答
え
ら
れ
な
い
。

日
本
弁
護
士
連
合
会
が

国
の
指
針
に
対
し
て
「
低
周

波
音
被
害
に
つ
い
て
医
学
的

な
調
査
研
究
と
十
分
な
規
制

基
準
を
求
め
る
意
見
書
」
を

提
出
し
て
お
り
、
日
本
科
学

者
会
議
も
施
設
建
設
で
睡
眠

障
害
、
頭
痛
な
ど
健
康
被
害

が
現
れ
る
こ
と
を
結
論
付
け

て
い
る
。

　
ま
た
、
バ
ー
ド
ス
ト
ラ
イ

ク
や
家
畜
へ
の
影
響
、
鳥
獣

被
害
の
問
題
な
ど
、
事
前
に

情
報
を
調
査
研
究
し
、
市
民

の
暮
ら
し
と
命
を
第
一
に
、

見
極
め
て
ほ
し
い
。

情
報
は
仕
入
れ
て
い
る

が
事
業
の
計
画
自
体
、
何
基

設
置
さ
れ
る
か
も
確
定
し
て

い
な
い
。
情
報
を
仕
入
れ
、

責
任
あ
る
状
況
で
確
認
し
て

い
く
が
、
国
の
方
針
で
あ
る

安
定
し
た
電
力
の
供
給
に
自

治
体
と
し
て
ど
う
貢
献
で
き

る
か
、
総
合
的
に
考
え
て
い

く
。
住
民
の
命
を
守
る
こ
と

を
第
一
に
政
策
を
行
っ
て
い

る
。

公
共
建
築
物
個
別
施

設
計
画
の
数
値
で
は
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
は
大
規
模
改
修

の
時
期
で
は
な
く
、
費
用
も

個
別
に
改
修
す
る
よ
り
増
大

す
る
。
当
初
の
８
０
０
０
㎡

の
規
模
か
ら
問
題
で
あ
っ
た

庁
舎
建
設
は
一
旦
止
め
、
検

討
し
な
お
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

一
体
化
が
総
体
の
費

用
や
工
期
の
面
か
ら
も
望
ま

し
い
。
ト
ー
タ
ル
的
な
維
持

コ
ス
ト
の
ス
リ
ム
化
、
有
利

な
合
併
推
進
債
が
使
え
る
と

き
に
造
る
こ
と
は
当
然
の
こ

と
で
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

　
市
内
通
学
路
の
改
善
に
つ

い
て

　
日
本
フ
ー
ド
パ
ッ
カ
ー
撤

退
問
題
に
つ
い
て

問問

問

問

問問

問問

庁舎建設の説明責任を果
たせ
市長／実施設計の市民説明会を開く

遠矢　寿子 議員

答

答

答

市
民
の
暮
ら
し
と
命
第
一

に
見
極
め
て

市
長
／
住
民
の
命
守
る
こ
と
第
一
に

　
　
　
考
え
行
っ
て
い
る

答

答答

答答

遠矢議員	

	

	

	

	

畑中議員	

	

	

	

	

	

	

	

畑
中
　
香
子 

議
員

遠矢議員	

	

	

	

	

畑中議員	

	

	

	

	

	

	

	

一
般
質
問

〝
市
政
を
問
う
〟　
　
　

10
人
が
一
般
質
問

庁
舎
建
設
一
旦
止
め

る
べ
き
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帯
状
疱
疹
に
か
か
っ
た

人
に
つ
い
て
、
現
在
の
対
応

は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
市
民
の
皆
様
が

痛
い
思
い
を
し
な
く
て
も
い

い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率

を
上
げ
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
る
。
見
解
を
伺
う
。

本
市
に
お
い
て
は
予

防
接
種
法
に
基
づ
き
、
子
ど

も
に
対
す
る
水
ぼ
う
そ
う
の

予
防
接
種
を
実
施
し
て
お
り
、

帯
状
疱
疹
に
か
か
っ
た
人
に

つ
い
て
の
対
応
は
し
て
い
な

い
。
帯
状
疱
疹
に
か
か
っ
た

場
合
は
、
医
療
機
関
を
受
診

し
て
治
療
を
開
始
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
受
診
に
当
た
っ

て
は
健
康
保
険
適
用
と
な
る
。

ま
た
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
率
に
つ
い
て
は
、
50

歳
以
上
の
方
に
は
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
有
効
な
予
防
法
と
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
帯

状
疱
疹
は
免
疫
力
の
低
下
に

よ
っ
て
発
症
す
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
日
頃
の

健
康
管
理
が
と
て
も
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
帯
状

疱
疹
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
は
個
人
の
判
断
で
行
っ

て
い
た
だ
く
も
の
と
考
え
て

い
る
。帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の

一
つ
は
、
生
ワ
ク
チ
ン
で
１

回
の
接
種
費
用
は
約
８
０
０

０
円
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の

不
活
化
ワ
ク
チ
ン
は
２
か
月

間
隔
で
２
回
接
種
が
必
要
で
、

接
種
費
用
は
１
回
約
２
万
円

で
、
２
回
接
種
で
約
４
万
円

で
あ
る
が
、
費
用
面
を
考
え

る
と
た
め
ら
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
と
思
う
。
帯
状
疱

疹
の
発
症
は
50
歳
を
境
に
急

激
に
上
昇
す
る
と
さ
れ
て
い

る
。
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接

種
へ
の
助
成
を
さ
れ
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
帯
状
疱
疹
ワ

ク
チ
ン
の
周
知
と
接
種
の
推

進
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
助

成
に
つ
い
て
は
、
他
の
市
町

村
の
状
況
も
踏
ま
え
、
国
の

動
向
を
見
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。
帯
状
疱
疹
ワ

ク
チ
ン
の
周
知
に
つ
い
て
は
、

病
気
の
予
防
や
健
康
づ
く
り

の
情
報
と
し
て
今
後
、
広
報

紙
等
に
掲
載
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

あ
と
４
か
月
と
迫
っ
て

き
た
国
体
カ
ヌ
ー
競
技
だ
が
、

国
体
に
向
け
て
の
準
備
は
進

ん
で
い
る
の
か
状
況
を
伺
う
。

施
設
整
備
に
つ
い
て

は
、
国
土
交
通
省
の
方
で
河

川
敷
の
管
理
用
通
路
と
周
辺

整
地
を
、
総
務
企
画
に
つ
い

て
は
、
炬
火
リ
レ
ー
や
国
体

記
念
ド
ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ト
大
会

の
準
備
を
は
じ
め
大
会
期
間

中
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確
保
、

地
元
産
品
を
利
用
し
た
お
も

て
な
し
料
理
を
湯
之
尾
校
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
に
お

願
い
し
、
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
観
戦
ガ
イ
ド
の
作
成
、
花

育
て
リ
レ
ー
、
清
掃
活
動
も

実
施
し
て
い
る
。

　
宿
泊
衛
生
関
係
に
つ
い
て

は
、
監
督
、
選
手
、
競
技
役

員
の
宿
泊
施
設
を
合
同
配
宿

セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
し
た
。

大
会
期
間
中
の
弁
当
業
者
も

市
内
業
者
に
決
ま
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
９
月
に
お
い
て
は
、

救
護
訓
練
を
市
の
ス
ポ
ー
ツ

協
会
、
伊
佐
市
医
師
会
、
伊

佐
湧
水
消
防
組
合
の
協
力
を

頂
き
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
輸
送
交
通
に
つ
い
て
は
、

小
・
中
学
校
全
校
に
よ
る
学

校
観
戦
の
バ
ス
計
画
、
湧
水

町
で
同
時
開
催
を
さ
れ
る
カ

ヌ
ー
ワ
イ
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
、

ス
ラ
ロ
ー
ム
競
技
会
場
と
の

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
輸
送
計
画

策
定
も
終
了
し
駐
車
場
に
つ

い
て
も
確
保
を
し
て
い
る
。

解
体
処
理
施
設
に
つ
い

て
、
民
間
に
移
行
で
き
な
い

の
か
伺
う
。

解
体
処
理
施
設
に
つ
い

て
は
、
有
害
鳥
獣
対
策
協
議

会
の
財
産
で
、
有
害
鳥
獣
処

理
施
設
運
営
委
員
会
に
委
託

し
て
い
る
所
だ
が
、
経
営
は

厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
経
営

に
意
欲
の
あ
る
個
人
、
法
人

を
問
わ
ず
、
話
を
持
ち
掛
け

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問

問

問

答

答

国体の準備状況について
市長／着実に準備を進めている

有
害
鳥
獣
駆
除
の
状

況
に
つ
い
て

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の

助
成
を

市
長
／
国
の
動
向
を
見
な
が
ら
検
討

　
　
　
す
る

問

答

答

竹原　研二 議員

武本議員	

	

	

	

	

竹原議員	

	

	

武
本
　
進
一 

議
員

武本議員	

	

	

	

	

竹原議員	

	

	

一
般
質
問

〝
市
政
を
問
う
〟　
　
　

10
人
が
一
般
質
問

炬火リレー

８
月
１
日
現
在
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みの り議 会 と く
伊佐市議会議員研修

令和５年５月 26 日
春の交通安全運動「人の波作戦」

令和５年５月 11 日

南九州中部市議会議長会議員研修
令和５年７月 13 日

伊佐市夏まつり
令和５年７月 29 日

※表彰規定により町議の年数は１／２で計算

全国市議会議長会から、永年勤続議員として
表彰され、６月定例会で表彰状の伝達が行われました。

議員表彰おめでとうございます

議員10年以上
森山　良和 議員

議員 10 年以上
今村　謙作 議員

議員 15 年以上
前田　和文 議員

議員 20 年以上
畑中　香子 議員

議員 15 年以上
久保　教仁 議員

議員 10 年以上
森田　幸一 議員

鹿児島県町村議会議長会 事務局長を講師に招いての研修会

人吉・小林・えびの・伊佐の４市での研修会（人吉市）

33 団体 210 人が参加（まごし交差点）

４年ぶりに開催された手踊り
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地
域
猫
活
動
を
推
進
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し
て
、

民
生
委
員
さ
ん
が
集
ま
る
定
例
会
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
な
ぜ

か
と
言
い
ま
す
と
、
民
生
委
員
さ
ん
は
何
よ
り
地
域
の
こ
と
、
そ
こ
に

住
ま
れ
る
住
民
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
お
ら
れ
る
方
々
だ
か
ら
で
す
。

そ
し
て
私
た
ち
が
推
進
し
て
い
る
地
域
猫
の
取
組
の
内
容
や
、
そ
れ
を

住
民
の
皆
様
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
と
の
思
い
か
ら
で
し
た
。

　
そ
の
中
で
あ
る
民
生
委
員
さ
ん
か
ら
頂
い
た
ご
意
見
は
、「
地
域
猫
活

動
自
体
が
ま
だ
ま
だ
地
元
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
、
も
っ
と
知
っ
て
も

ら
う
努
力
が
必
要
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
貴
重
な
ご
意
見
を
賜
り
、
メ

ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
検
討
す
る
機
会
を
頂
き
、

あ
り
が
た
い
と
思
う
こ
と
で
し
た
。

　

地
域
猫
活
動
の
取
組
を
進
め
る
上
で
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
な
と
こ
ろ

は
あ
り
ま
す
が
、
少
し
で
も
良
い
方
向
に
向
か
っ
て
努
力
し
て
い
き
た

い
で
す
。
そ
の
こ
と
で
猫
が
好
き
な
人
も
、
そ
う
で
な
い
人
も
互
い
に

理
解
し
あ
え
る
環
境
に
な
る
こ
と
を
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。武

本　
進
一

＊
編
集
後
記
＊

「伊佐市議会だより」で、議会の
さまざまな情報をお伝えしています。

　   令和５年
第３回定例会のお知らせ

○本会議は午前 10 時開会です。
８月
31 日（木）本会議（招集日）

９月
 ４日（月）本会議（２日目）一般質問

 ６日（水）本会議（３日目）一般質問

 ７日（木）本会議（４日目）一般質問

 ８日（金）本会議（５日目）総括質疑

12 日（火）
文教厚生委員会（9時から）

総務産業委員会（13時30分から）

13 日（水）一般会計予算決算委員会（9時から）

21 日（木）本会議（６日目）

28 日（木）
総務産業委員会（決算）（9時から）

文教厚生委員会（決算）（13時30分から）

29 日（金）一般会計予算決算委員会（決算）(9時から)

10 月
 ２日（月）一般会計予算決算委員会（決算）(9時から)

 ３日（火）一般会計予算決算委員会（決算）(9時から)

11 日（水）本会議（最終日）

※日程は変更になることがあります。
　詳しくは議会事務局（☎ 23-1335）に
　お問い合わせください。

伊
佐

市
議

会
だ

よ
り

 第
5
9

号
□

発
行

／
伊

佐
市

議
会

　
〒

895-2511
鹿

児
島

県
伊

佐
市

大
口

里
1888

番
地

□
編

集
／

議
会

広
報

等
特

別
委

員
会

　
TEL0995-23-1335　

FAX0995-22-4983
　

         HP：https://www.city.isa.kagoshima.jp/politics/gikai/　Mail：gikai@city.isa.lg.jp
編集・発行責任者

議　　長　森田　幸一
議会広報等特別委員会

委 員 長　遠矢　寿子
副委員長　畑中　香子
委　　員　竹原　研二　　岩元　努
　　　　　庵下　信一　　武本　進一

開催日時 会　場

８月 19 日（土）
13：30 ～ 15：30 菱刈環境改善センター

８月 20 日（日）
13：30 ～ 15：30 大口元気こころ館

　菱刈・大口どちらの会場でも参加できます。多くの皆様の
参加をお待ちしております。

意見交換会 をしませんか！
　意見交換会を希望される団体、グループ等を募集します。
対　　象　市民の方で 5 ～ 10 人程度の団体、グループ
開催期間　７月中旬から 11 月中旬（議会の会期中は除く。）
内　　容　応募されたテーマで、時間は１時間 30 分程度
応募方法　申込書に必要事項を記載して、議会事務局へ提出

してください。（FAX、メールでも提出できます。）
応募期間　６月 20 日から９月末日まで。

（申込書は市議会のホームページに掲載してあります。）
《問合せ先》伊佐市議会事務局　TEL 23-1335
                                           FAX22-4983

議会報告会 を開催します！

議会を自宅等のインターネットでも視聴できます。
（市議会の生中継や録画を映像配信しています）
【伊佐市ホームページ】
　　 ↓

【行政・議会】
　　 ↓
　 【議会】
　　 ↓

【議会インターネット映像中継】
大口庁舎、菱刈庁舎、まごし館では
議会ライブ中継をご覧になれます。
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